
管
領
斯
波
義
將
の
奉
書
に
は
彼
等
を
『
九
州
傲
訴
輩
』
ご
書

い
て
居
る
。
合
一
ご
共
に
消
滅
し
π
宮
方
・
武
家
方
の
奮

戚
情
を
以
て
武
朝
の
心
事
を
端
摩
す
る
は
時
世
の
轄
墾
を

閑
却
し
牝
も
の
で
、
公
正
の
論
ご
は
い
は
れ
ま
い
。

　
　
　
　
士
口
　
　
　
竃
駆

　
　
　
　
サ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
コ
ぼ
う

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
書
の
如
く
零
碑
な
る
吏
料
を
短

し
て
歴
史
の
全
局
面
を
窺
は
ふ
ご
せ
ば
、
人
に
依
っ
て
其

論
断
を
異
に
す
る
を
免
れ
塗
細
心
な
る
著
渚
が
妄
餅
を

避
け
る
嬬
め
に
多
大
の
努
力
を
な
し
元
こ
ご
は
何
入
も
充

分
に
こ
れ
を
看
取
す
る
こ
ご
が
出
量
る
。
殊
に
其
癖
呪
法

は
著
看
の
卓
抜
な
る
技
禰
を
示
し
て
居
る
。
征
西
大
回
直

宮
を
中
心
こ
し
て
書
か
れ
た
精
緻
に
し
て
且
つ
正
確
な
る

南
北
朝
史
は
本
書
を
以
て
第
一
位
に
遣
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

縦
ひ
自
由
研
究
の
見
地
か
ら
親
て
、
多
少
の
將
來
の
補
訂

に
竣
つ
べ
き
鮎
が
あ
ら
う
こ
も
、
外
海
は
著
渚
の
貢
獄
に

向
っ
て
永
久
に
威
謝
を
彿
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
　
一
巻
　
　
批
　
詳
　
　
〔
謹
汝
蛭
〕
〔
諸
蕃
志
〕

∩
冨
○
冒
涛
舞
｝
〔
鯵
弊
嵩
〕
三
。
・

～
く
○
ユ
〈
　
○
謬
　
夢
O
　
O
ゴ
営
O
。
弓
O
・
9
下
支

レ
莚
び
目
違
焦
①
営
夢
。
茜
魯
鎗
p
山

δ
昏
6
窪
嘗
江
窃
”
窪
訟
叶
竃
急
○
ぴ
〒

営
マ
。
ぼ
〔
諜
蝋
鰍
〕

　
　
　
交
學
博
士
桑
原
鵬
藏

　
　
　
　
聞

『
諸
望
月
』
は
宋
の
宗
室
で
、
而
立
時
代
に
輻
建
の
提
器
市

舶
使
を
勤
め
て
居
っ
た
趙
汝
透
の
作
で
あ
る
。
藤
田
豊
八

震
所
藏
の
奮
抄
本
『
諸
当
流
』
に
は
、
趙
汝
潅
自
身
の
序
文

が
め
つ
て
、
そ
の
序
文
に
据
る
ご
、
こ
の
『
諸
蕃
志
』
は
理

宗
の
寳
慶
元
年
（
西
暦
一
二
二
五
）
に
作
ら
れ
沈
こ
ご
が
わ

か
る
。
當
時
編
建
地
方
に
於
け
る
外
需
貿
易
が
稀
有
の
繁

昌
を
極
め
π
こ
ご
は
、
近
頃
吾
が
輩
が
『
吏
學
難
誌
』
に
掲

げ
だ
論
丈
中
に
も
略
記
載
し
て
置
い
陀
。
提
全
市
舶
使
こ

し
て
、
こ
の
地
方
の
外
國
貿
易
の
こ
ご
を
管
理
し
た
趙
汝

　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
號
　
　
　
一
三
一
　
（
三
ご
一
）



　
　
　
第
　
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
趙
汝
懸
〕
〔
諸
蕃
志
〕

・
這
は
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、
往
來
の
蕃
商
（
外
回
商

人
）
に
問
ひ
質
し
て
、
諸
外
國
の
風
俗
、
物
産
等
を
記
識

し
た
も
の
故
、
宋
代
の
海
外
の
事
情
を
知
る
に
削
回
の
材

料
π
る
こ
ご
申
す
迄
も
な
い
○

ヒ
ル
ト
は
千
八
百
九
十
六
年
の
『
英
國
亜
細
亜
會
難
誌
』
に

『
趙
幽
艶
』
ご
題
す
る
論
交
を
載
せ
π
が
、
そ
の
中
に
、
こ

の
『
諸
旭
志
』
の
儂
値
に
就
い
て
、
大
要
次
の
如
き
評
を
下

し
て
居
る
。

　
葡
萄
牙
人
が
競
孚
者
こ
し
て
出
現
す
る
ま
で
、
東
洋
の

　
貿
易
は
殆
ご
ア
ラ
ブ
人
の
濁
占
で
あ
っ
π
o
西
は
モ
ロ

　
ッ
コ
か
ら
東
は
目
頭
朝
鮮
に
至
る
間
の
大
海
原
は
全
く

　
彼
等
の
総
張
に
嘱
し
セ
Q
さ
れ
ば
こ
の
時
代
に
於
け
る

　
航
海
の
有
様
は
勿
論
、
南
海
懸
濁
の
諸
國
民
の
風
俗
人

　
情
等
に
關
す
る
材
料
は
、
先
づ
第
一
に
イ
ス
ラ
ム
敷
徒

　
の
著
書
に
求
め
ね
ば
な
ら
諏
。
併
し
イ
ス
ラ
ム
敷
徒
の

　
著
書
に
も
、
幾
多
の
王
立
が
あ
る
か
ら
、
何
れ
の
國
π

　
る
を
問
は
す
、
こ
の
時
代
に
話
す
る
新
材
料
の
登
見
さ

第
二
號
　
　
ご
二
ご
　
（
三
二
一
ご

　
れ
る
の
は
、
歴
史
地
理
船
上
、
尤
も
必
要
の
こ
ご
で
あ

　
る
。
『
諸
蕃
語
』
の
記
事
に
は
勿
論
ア
ラ
ブ
人
、
波
斯
人
、

　
印
度
入
そ
の
他
の
諸
外
題
商
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
受
壷
「

　
が
多
い
。
受
費
は
受
責
．
こ
し
て
も
、
そ
の
記
事
の
明
瞭

　
に
且
つ
正
確
な
る
こ
ご
は
、
荒
誕
不
稽
の
認
事
有
り
勝

　
ち
の
當
時
の
記
録
の
間
に
在
っ
て
、
一
頭
地
を
抜
い
て

　
居
る
。
要
す
る
に
『
諸
蕃
志
』
は
露
命
時
代
に
東
洋
に
來

　
π
イ
ス
ラ
ム
激
徒
ご
通
商
上
の
閥
係
の
有
っ
柁
諸
國
民

　
の
こ
ご
を
研
究
す
る
に
、
尤
も
必
要
な
材
料
ご
認
め
ね

　
ば
な
ら
ぬ
。

兎
も
角
も
此
の
動
き
貴
重
な
材
料
が
ヒ
川
ト
や
ロ
ッ
ク
ヒ

ル
の
如
き
有
力
な
る
學
者
の
手
で
、
全
部
英
謬
せ
ら
れ
、

且
つ
十
分
な
る
解
…
鐸
を
加
へ
ら
れ
た
こ
ご
は
、
實
に
學
界

の
一
大
慶
事
ε
申
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
晒
㎜

『
諸
笹
蟹
』
は
今
よ
り
五
六
十
年
も
以
前
か
ら
一
部
の
東
洋

學
者
、
殊
に
佛
蘭
西
の
東
洋
學
者
に
知
ら
れ
、
叉
幾
分
利



用
も
さ
れ
て
居
る
。
併
し
實
際
こ
の
書
を
廣
く
世
界
の
臨

界
に
紹
分
し
セ
の
は
ヒ
川
ト
で
あ
る
。

ヒ
ル
ト
は
千
八
百
八
十
五
年
に
そ
の
名
著
『
大
秦
國
全
録
』

Ω
旨
曽
磐
α
穿
。
菊
○
ヨ
窪
9
…
の
黒
を
公
に
し
π
が
、
そ
の

中
に
『
諸
椿
志
』
の
大
秦
國
に
熱
す
る
記
事
を
謬
冒
し
、
且

つ
著
者
の
趙
汝
透
に
就
い
て
も
、
門
訴
な
紹
介
を
蓮
べ
て

居
る
○
こ
の
『
大
秦
寺
全
録
』
に
『
諸
蕃
志
』
を
利
用
し
陀
の

が
動
機
こ
な
っ
て
、
ヒ
ル
ド
は
そ
の
年
か
ら
『
諸
審
志
』
全

部
を
謬
出
し
且
つ
解
讃
す
る
計
豊
に
着
手
し
た
。

か
く
て
ヒ
ル
ト
は
千
八
百
九
十
年
に
公
に
し
元
『
支
那
研

究
』
Ω
首
①
ω
凶
ω
。
冨
碧
二
臼
2
り
の
中
に
『
諸
島
志
』
の
内
容
及

び
趙
汝
這
の
維
歴
に
就
い
て
、
可
な
り
詳
細
な
考
讃
を
載

せ
、
夏
に
そ
の
書
の
内
容
の
一
端
を
示
さ
ん
が
爲
に
、
ア

　
　
　
　
ペ
ル
ベ
　
ラ

フ
リ
カ
の
弼
二
重
鑓
窪
σ
費
9
國
等
に
閥
す
る
記
事
を
課
出

解
題
し
て
居
る
。

つ
い
で
ヒ
ル
塾
は
千
八
．
百
九
十
四
年
の
『
蓮
報
』
目
9
巳
的

｝
、
〔
δ
の
附
録
に
『
支
那
史
料
よ
り
窺
把
る
イ
ス
ラ
ム
諸
國
』

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
趙
汝
遜
〕
〔
諸
蕃
志
〕

U
圃
①
ピ
帥
5
低
O
『
儀
①
q
D
圃
ψ
罫
P
日
昌
餌
O
プ
　
0
7
凶
昌
¢
ω
7
0
び
O
一
μ
　
○
〔
O
緊
Ω
飼

を
、
そ
の
翌
年
の
需
…
報
』
に
は
「
面
詰
造
の
記
録
せ
る
マ
ラ

バ
閉
業
」
o
器
寄
喜
多
喜
・
；
8
一
乙
ぎ
。
甘
、
欝
・

こ
い
ふ
論
文
を
掲
げ
て
居
る
。
前
者
は
『
虚
言
志
』
所
録
の
．

大
食
國
以
下
六
七
の
回
敷
諸
．
幽
の
記
事
を
課
出
し
て
解
繹

を
加
へ
陀
も
の
、
後
者
は
同
書
の
印
度
の
梅
毒
國
の
記
事

を
濁
朝
し
且
つ
解
騨
し
π
も
の
で
あ
る
。

そ
の
璽
千
八
百
九
十
六
年
に
ヒ
川
ト
は
『
英
國
亜
細
亜
會

難
誌
』
に
「
中
世
期
地
理
研
究
の
新
史
料
、
〔
提
供
者
〕
趙
．

汝
這
」
Ω
養
。
旨
亭
内
奏
・
9
一
冒
。
1
く
ω
。
戸
一
厭
。
。
。
m
竃
。
無
学
。
く
欝
一

〇
〇
〇
σ
q
養
℃
ξ
こ
い
ふ
論
文
を
掲
げ
て
、
『
諸
蕃
志
』
の
解
題

趙
汝
這
の
事
蹟
等
を
始
め
、
イ
ス
ラ
ム
敷
徒
の
東
洋
通
商

の
状
呪
を
圭
こ
し
て
支
那
虫
料
に
よ
っ
て
記
述
し
、
て
居
る

更
に
同
年
の
同
難
誌
に
掲
げ
把
Ω
影
○
甘
歳
轟
、
ω
蜂
ぎ
6
‘

σq

{
冨
8
日
筈
冷
。
門
0
9
壽
一
話
9
＆
図
怨
箪
。
冨
δ
σ
q
舘
鳥
葺
σ
q

O
2
す
田
磐
創
H
巳
ぎ
磐
一
且
的
9
琴
弓
長
免
。
ω
o
h
甫
戦
餌
〔
げ

ご
題
せ
る
性
交
に
は
、
『
諸
藩
志
』
に
牧
め
ら
れ
て
あ
る
四

　
　
　
　
　
　
　
策
二
號
　
　
一
三
三
　
（
三
二
三
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
趙
汝
透
〕
〔
諸
蕃
志
〕

十
六
國
の
大
忌
の
説
明
ご
、
錫
襟
印
度
に
召
す
る
記
事
及

び
諸
外
為
の
産
物
に
解
繹
を
加
へ
て
居
る
。
街
ほ
こ
の
外

に
＝
『
諸
賢
志
』
に
關
す
る
ヒ
〃
ト
の
論
文
が
公
に
さ
れ

て
居
る
が
、
吾
が
輩
は
未
だ
寓
溢
せ
ぬ
か
ら
、
こ
》
に
は

蓮
べ
沁
。
そ
の
後
ヒ
ル
ト
は
暫
く
方
向
を
換
へ
て
、
旬
奴

突
蕨
等
所
謂
北
秋
種
族
の
研
究
に
身
を
委
ね
た
標
子
で
、

『
諸
肌
志
』
全
部
の
公
に
さ
れ
る
の
は
例
田
の
こ
ご
か
ご
危

ま
れ
て
居
っ
た
が
、
幸
に
ロ
ッ
ク
ヒ
〃
こ
い
ふ
協
力
渚
を

得
て
、
こ
、
に
そ
の
全
繹
が
出
版
さ
る
、
事
こ
な
つ
把
。

ロ
ッ
ク
ヒ
ル
は
米
國
の
東
洋
聖
者
で
、
一
咋
年
の
十
一
月

に
中
華
民
謡
の
顧
問
こ
し
て
、
支
那
渡
航
の
途
中
布
引
で

病
死
し
氾
。
彼
は
今
ま
り
三
十
年
前
か
ら
書
記
官
こ
し
て

後
に
は
公
使
ざ
し
て
、
北
京
の
米
國
公
使
館
に
勤
務
し
陀

こ
ご
が
あ
っ
て
、
・
米
國
で
は
有
義
の
支
那
題
で
あ
る
○
早

く
か
ら
西
藏
佛
敷
研
究
者
こ
し
て
一
家
を
成
し
、
著
蓮
も

中
々
多
い
O
申
に
も
千
九
百
年
に
公
に
さ
れ
セ
『
ウ
イ
ソ
ア

ム
臼
ル
ブ
川
ク
の
紀
行
』
↓
冨
』
o
養
δ
蜜
。
州
を
農
勢
一
⇒

拶
号
讐
ユ
（
δ
夢
。
濁
二
一
0
3
弓
p
誘
。
「
二
ご
ぐ
く
〇
二
一
な
ざ

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
ご
二
四
、
（
三
二
四
）

は
不
朽
の
著
述
ご
思
ふ
。
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
は
そ
の
晩
年
に
は

支
那
中
世
の
海
上
交
通
の
硯
究
に
力
を
用
ひ
π
o
ヒ
ル
ト

に
カ
を
協
せ
て
『
諸
蕃
志
』
を
謬
浮
し
簿
外
に
、
元
の
注
大

淵
の
『
島
夷
志
略
』
明
の
馬
乗
の
『
瀬
書
勝
魔
』
等
の
研
究
に

も
手
を
着
け
π
様
で
あ
る
。
、
兎
に
飛
ヒ
川
ト
の
棺
棒
こ
し

て
尤
も
適
當
な
學
渚
で
あ
る
。

ヒ
ル
墾
が
『
諸
蕃
志
』
の
翻
詳
に
手
を
着
け
て
か
ら
、
實
に

二
十
七
八
年
忌
年
月
を
経
て
、
千
九
百
十
二
年
の
初
に
、

ヒ
ル
ト
ご
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
の
共
著
で
、
世
に
公
に
さ
れ
把
。

そ
の
年
月
か
ら
推
し
て
も
、
將
陀
著
者
の
維
歴
か
ら
見
て

も
、
そ
の
内
容
の
完
美
せ
る
こ
ご
は
想
像
に
徐
あ
る
ご
思

ふ
〇
四
年
前
の
出
版
で
、
最
早
わ
が
學
界
が
知
れ
渡
っ
て

居
る
が
、
ま
だ
責
任
あ
る
批
評
が
な
い
檬
で
あ
る
か
ら
、

吾
が
輩
は
後
れ
馳
せ
の
批
評
を
試
み
よ
う
ざ
思
ふ
、

　
　
　
　
三

こ
の
与
野
『
諸
蕃
志
』
は
約
三
百
頁
の
大
冊
で
あ
る
が
次
の

如
く
四
部
に
溺
つ
こ
ご
が
串
返
る
。

（
一
）
主
こ
し
て
支
那
の
史
料
に
据
っ
て
、
古
代
か
ら
宋
末



元
初
に
至
る
迄
の
衡
海
貿
易
の
沿
革
を
四
十
頁
許
に
叙
述

し
た
も
の
で
、
簡
短
で
は
あ
る
が
、
極
め
て
有
盒
な
論
文

で
あ
る
Q
先
づ
『
愚
母
志
』
の
出
π
南
平
時
代
に
至
る
迄
の

甫
海
貿
易
の
洛
革
を
明
に
す
る
こ
ご
は
、
『
諸
蕃
志
』
を
了

解
す
る
に
尤
も
必
要
な
こ
ご
で
、
．
著
者
の
用
意
親
切
こ
い

は
ね
ば
な
ら
澱
。
ユ
ー
ル
く
巳
①
や
ソ
ヒ
ト
ホ
ー
7
エ
ン

閃
箆
曜
3
0
⑤
岡
を
始
め
、
海
王
交
通
の
こ
ご
を
述
べ
た
強
者

も
歩
く
な
い
が
、
何
れ
も
支
那
の
材
料
を
十
分
に
利
用
す

る
こ
ご
が
出
來
沁
爲
、
不
完
全
を
免
れ
な
い
。
ヒ
ル
ト
や
ロ

ッ
ク
ヒ
ル
は
流
石
に
有
数
の
支
那
學
者
の
こ
ご
、
て
、
必

要
な
支
那
の
材
料
は
悉
く
自
家
の
鳥
籠
申
に
近
め
、
イ
ス

ラ
ム
敷
徒
の
材
料
を
も
参
考
し
て
居
る
か
ら
、
僅
々
四
十

頁
の
論
文
も
内
容
は
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。
策
洋
史
に
志

あ
る
者
は
誰
人
も
一
護
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
G
千
九
百
十

四
年
の
通
報
に
掲
載
し
把
、
ロ
ッ
ク
ヒ
ッ
’
の
『
元
代
に
於

け
る
海
上
交
逼
史
』
累
2
畠
9
二
冨
知
Φ
寓
す
μ
笛
騨
鼠

↓
養
α
o
o
「
Ω
旨
曽
負
ρ
は
こ
の
績
篇
ご
見
る
べ
き
も
の
で

第
一
巻
　
　
鋤
　
評
　
　
〔
趙
液
懸
〕
〔
諸
蕃
志
〕

あ
る
。
（
二
）
は
『
怨
讐
志
』
の
上
巻
で
あ
る
。
元
來
『
諸
蕃
志
』
の
本

文
は
上
下
立
憲
に
わ
か
れ
て
居
る
。
上
巷
は
面
上
こ
て
、

等
時
に
知
ら
れ
π
海
上
諸
國
の
地
理
風
俗
等
を
記
載
し
て

あ
る
。
こ
の
志
國
の
部
即
ち
東
は
臼
本
（
倭
國
）
朝
鮮
（
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
う
　
ピ
ト
　
　
　
　
ミ
ス
ル

羅
）
か
ら
、
西
は
西
班
牙
（
木
蘭
皮
）
エ
ジ
プ
ト
（
勿
斯
里
）

遽
に
至
る
迄
の
四
十
六
國
の
記
事
を
英
画
し
て
、
之
に
綿

密
な
る
解
繹
を
施
し
て
居
る
。
趙
汝
這
は
主
こ
し
て
當
時

の
蕃
商
に
聞
い
て
『
諸
立
志
』
を
作
つ
弛
の
で
は
あ
る
が
、

往
々
彼
以
前
に
出
陀
支
那
書
籍
の
記
事
を
無
二
に
引
用
し

て
そ
の
中
に
書
き
込
ん
で
め
る
。
輝
輝
の
逝
去
非
の
『
嶺
外

代
答
』
を
始
め
、
『
蓮
典
』
こ
か
『
後
漢
書
』
等
を
そ
の
中
に
、

引
用
し
て
居
る
。
義
甲
透
の
み
で
な
く
、
支
那
入
の
著
書

に
は
、
一
般
に
こ
の
弊
が
多
い
○
自
分
の
直
接
見
聞
し
だ

こ
ご
、
、
古
書
に
記
録
し
て
あ
る
こ
ご
、
を
明
に
獲
溺
せ

ぬ
Q
支
那
の
書
籍
を
利
用
す
る
も
の
は
、
こ
、
の
注
意
が

肝
要
で
あ
る
○
流
石
に
ヒ
ル
ト
及
び
ロ
ッ
ノ
ヒ
ル
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
一
三
五
（
三
二
五
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
超
汝
楚
〕
〔
諸
蕃
志
〕

用
意
を
忘
れ
す
に
、
一
々
そ
の
本
つ
く
例
を
指
摘
し
て
あ

る
の
は
、
敬
服
の
至
り
で
あ
る
。

（
三
）
は
『
諸
蕃
志
』
の
下
憲
の
、
志
物
の
部
を
組
し
仁
も
の

で
あ
る
。
志
物
に
は
當
時
貿
易
品
こ
し
て
、
海
外
よ
り
支

那
に
輸
入
さ
れ
π
、
主
要
な
物
産
四
十
三
種
程
の
性
質
産

地
等
を
記
載
し
て
あ
っ
て
、
頗
る
有
盆
な
材
料
で
あ
る
。

ヒ
川
ト
は
久
し
く
支
那
の
替
親
に
奉
職
し
て
居
つ
だ
關
係

か
ら
、
か
、
る
問
題
の
解
鐸
に
は
尤
も
適
當
な
資
格
を
有

「っ

ﾄ
居
る
こ
ご
は
、
そ
の
『
大
秦
國
写
録
』
を
見
て
も
悔
『
支

那
研
究
』
を
見
て
も
、
若
く
ば
五
六
年
前
に
出
π
『
不
明

の
梯
萩
國
』
目
拓
鷺
〉
蓉
。
蔓
o
h
穿
自
H
を
見
て
も
明
白
で

あ
る
○
彼
は
そ
の
該
博
な
る
智
識
を
傾
倒
し
て
、
『
図
画
志
』

所
録
の
物
産
に
十
全
な
る
解
繹
を
魏
へ
て
居
る
○
歴
代
の

正
史
は
い
は
す
、
唐
の
段
成
式
の
『
酉
陽
雑
規
』
、
明
の
李

禽
珍
の
『
本
草
綱
目
』
等
の
諸
書
に
墾
嘉
し
て
、
そ
れ
ら
物

産
の
支
那
に
輸
入
さ
れ
π
歴
史
の
大
略
を
も
加
へ
て
め
る

中
々
骨
の
折
れ
把
こ
ご
、
察
せ
ら
る
、
が
、
そ
れ
だ
け
永

　
　
　
　
　
　
　
館
細
こ
恥
伽
　
　
　
一
＝
エ
ハ
　
（
一
二
二
六
）

久
的
参
考
の
儂
値
が
あ
る
。

（
四
）
附
録
に
は
地
圖
ご
索
引
ご
あ
る
○
地
畔
は
『
諸
蕃
志
』

の
記
事
の
読
朋
の
爲
め
、
特
に
作
製
し
把
も
の
で
あ
る
。

索
引
は
す
べ
て
四
十
蝕
頁
も
あ
っ
て
．
一
般
索
引
ご
、
漢

名
索
引
ご
に
わ
か
れ
、
實
に
町
曝
を
極
め
て
居
る
。

　
　
　
　
醐

批
評
よ
り
も
紹
介
が
長
く
な
り
、
紹
介
よ
り
も
賞
讃
が
多

く
な
り
、
所
定
の
紙
数
も
除
す
補
導
か
ら
す
、
且
つ
は
吾

が
輩
も
全
文
精
譲
の
暇
も
な
い
こ
ご
故
、
叢
に
簡
軍
に
心

付
い
た
四
五
の
歓
黙
を
申
述
べ
て
、
備
を
求
む
る
意
を
表

し
こ
、
O

　
｝
7
p
V

（
一
）
『
諸
画
題
』
の
著
者
趙
汝
透
は
そ
の
姓
に
よ
っ
て
。
も
推

測
さ
れ
る
如
く
、
宋
の
宗
室
で
あ
る
が
、
そ
の
血
統
は
一

寸
判
然
し
兼
ね
る
。
宋
の
太
宗
の
後
は
皆
二
字
名
で
、
そ
の

頭
字
は
世
代
Q
Ω
δ
揮
凱
窪
の
順
に
、
0
り
元
図
醇
風
宗
凶
仲

．
㈲
士
⑥
不
の
善
㈹
汝
幽
界
等
の
字
を
取
る
規
程
で
あ
る
か

ら
、
趙
汝
活
　
は
そ
の
名
の
頭
字
よ
り
推
し
て
太
宗
八
世
の



孫
に
當
御
こ
ご
が
わ
か
る
○
然
る
に
『
宋
史
』
の
宗
室
世
系

表
を
槍
す
る
ご
、
太
宗
の
第
四
子
商
三
元
扮
の
七
世
の
孫

に
趙
汝
這
が
あ
る
。
、
叉
太
宗
の
第
六
子
鎭
王
元
樫
の
二
世

の
孫
に
も
同
じ
く
趙
汝
透
が
あ
る
。
こ
の
爾
入
の
何
れ
が

果
し
て
『
諸
華
甲
』
の
作
者
で
あ
ら
う
鰍
Q

『
四
面
全
書
提
要
』
霧
七
十
一
に
『
諸
前
志
』
の
解
題
を
掲
げ

て
、
　
　
〔
趙
配
信
〕
出
瓢
於
〔
商
〕
艶
羨
元
扮
房
℃
懸
章
二
太
宗
一
八

　
　
世
耳
Q
．

こ
い
ひ
、
叉
そ
の
百
三
十
五
窓
に
、
宋
の
趙
崇
絢
の
『
難

壁
』
の
解
題
に
、

　
作
刀
『
諸
蕃
志
』
一
之
趙
汝
這
即
其
父
也
O

、
こ
め
る
。
宗
室
世
系
表
に
よ
る
ご
、
こ
の
趙
崇
絢
は
商
王

生
塵
の
筒
で
あ
る
か
ら
、
兎
に
角
乾
隆
の
導
者
は
商
蔦
元

扮
の
通
な
る
趙
汝
透
を
以
て
、
『
諸
蕃
志
』
の
埋
土
ご
闘
定

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
の
根
櫨
が
不
明
で
あ
る
○
吾

が
輩
も
未
だ
十
分
野
調
査
は
せ
訟
が
、
た
い
『
鵬
建
蓮
志
』

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
題
汝
透
〕
〔
諸
藩
志
〕

憲
九
十
に
泉
州
在
職
の
歴
代
の
提
暴
馬
舶
使
を
園
列
し
π

中
に
　
　
趙
汝
潅
　
商
’
恭
靖
）
王
元
扮
衛
孫
。
居
二
蝉
騒
λ
漸
江

　
　
省
寧
波
府
）
。
腰
元
元
年
（
西
暦
一
一
九
五
）
進
士
G

こ
め
る
か
ら
、
提
畢
聖
者
使
こ
し
て
『
諸
墨
字
』
を
作
つ
元

趙
汝
這
は
馬
溜
隆
の
學
渚
の
い
へ
る
如
く
、
商
王
元
班
の

後
な
る
べ
し
ご
信
じ
て
居
る
○

英
繹
『
諸
蕃
志
』
の
序
諭
（
三
五
頁
）
に
轟
然
蓮
の
こ
ご
も
書

き
添
へ
て
あ
る
が
、
極
め
て
三
寸
に
過
ぎ
て
、
此
等
の
事

情
を
一
切
注
意
し
な
い
。
尤
も
ヒ
ル
ト
は
、
「
中
世
期
地
理

研
究
の
新
史
料
〔
提
供
者
〕
趙
汝
這
」
こ
い
ふ
論
文
中
に
、

幾
分
此
等
の
事
實
に
論
及
し
て
居
る
が
、
や
、
陵
昧
で
め

る
○（
二
）
本
書
の
序
論
に
支
那
古
代
の
海
上
交
通
の
歴
史
を
述

べ
て
あ
る
が
、
『
前
漢
書
』
憲
二
十
八
下
の
地
理
志
の
終
に

・
在
る
南
海
交
通
に
關
す
る
重
要
な
記
事
を
全
く
見
落
し
て

居
る
の
は
、
可
な
り
大
な
る
敏
黙
で
あ
る
。
こ
は
既
に
ぺ

第
ご
號
　
　
ご
一
一
七
　
（
三
二
七
）



　
　
　
第
一
巻
　
批
評
　
〔
趙
汝
慧
〕
〔
諸
蕃
志
〕

リ
ヨ
評
毎
9
も
指
心
し
て
居
る
。
（
画
名
千
九
百
十
二
年
の

『
通
報
』
四
五
七
頁
）
藤
田
（
豊
八
）
君
が
大
正
三
年
の
十
月

及
び
十
一
月
に
亙
っ
て
『
藝
文
』
に
載
せ
た
「
前
漢
に
於
け

る
西
甫
海
上
交
…
池
の
膨
面
」
こ
い
ふ
論
丈
は
こ
の
記
事
の

解
繹
で
あ
る
。

（
三
）
序
論
十
頁
か
ら
十
四
頁
に
か
け
て
『
壁
書
』
地
理
志
に

引
い
て
あ
る
唐
の
頁
耽
の
廣
州
蓮
二
海
夷
「
道
を
解
暫
し
て

居
る
が
、
そ
の
解
輝
に
は
賛
成
を
表
し
難
い
所
が
多
い
。
殊

に
波
斯
溝
方
面
の
地
名
に
塗
し
て
は
、
盛
名
あ
る
著
者
こ

し
て
は
随
分
の
問
蓮
を
し
て
居
る
○
質
耽
の
鑑
臆
國
を
或

は
ア
ラ
ブ
地
理
學
者
の
タ
イ
ヅ
↓
巴
N
に
擬
∵
じ
、
或
は
デ
イ

ブ
ル
U
曙
げ
三
に
擬
し
、
決
定
に
躊
躇
し
居
る
が
、
吾
が

輩
は
提
蘭
國
は
必
ず
デ
イ
ブ
川
だ
る
こ
ご
を
疑
は
ぬ
。
『
大

唐
西
域
記
』
の
謝
穂
が
ヅ
ア
ブ
川
N
菩
巳
の
音
を
表
は
し

得
る
ご
同
様
に
、
提
穂
は
デ
イ
ブ
川
の
音
を
表
は
し
得
る

筈
ご
思
ふ
音
盤
度
墨
差
の
提
麹
國
よ
り
始
め
て
、
提
羅
塵

溜
國
、
鳥
刺
画
、
末
羅
國
を
全
て
、
縛
逡
城
に
至
る
地
名

　
　
　
　
　
　
第
二
號
．
　
ご
二
八
　
（
三
二
八
）

の
考
讃
は
悉
く
間
違
っ
て
居
る
○
吾
が
輩
は
次
號
の
本
誌

に
、
此
等
諸
國
に
就
い
て
、
新
に
考
謹
を
試
み
る
豫
定
故

こ
、
に
は
故
ら
に
委
細
の
批
評
を
省
略
す
る
。

（
四
）
序
論
十
頁
に
、
費
耽
の
廣
州
通
二
海
霧
一
道
は
、
イ
ス
ラ

ム
激
徒
の
慣
用
す
る
航
路
に
比
較
す
る
ご
迂
廻
が
多
い
。

ア
ラ
ブ
商
入
波
斯
商
人
等
は
支
那
商
号
の
競
璽
を
避
け
ん

爲
め
、
故
ら
に
こ
の
迂
廻
航
路
を
質
耽
に
傳
へ
π
の
で
あ

ら
う
ご
想
像
説
を
逃
ぺ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
疑
は
し
い
。

イ
ブ
ン
ー
ー
コ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
回
σ
博
通
6
a
巴
ぴ
。
ず
の
『
遽

程
豊
州
郡
志
勉
冨
ご
く
鴇
ご
Φ
ω
菊
。
g
窪
巽
留
ω
℃
鴨
○
く
ヨ
。
。
ω
に

所
載
の
波
斯
支
那
問
の
航
路
は
よ
く
頁
耽
の
そ
れ
ご
一
致

し
て
居
る
ゆ
質
耽
の
航
路
を
虚
欺
の
航
路
な
ざ
申
す
こ
ご

は
出
撃
ぬ
。

（
五
）
序
論
十
八
頁
に
宋
時
代
に
支
那
離
は
印
度
西
海
岸
の

マ
ラ
バ
ル
地
方
ま
で
出
掛
け
π
が
、
そ
の
以
西
へ
は
航
行

せ
ぬ
。
支
那
船
は
明
時
代
に
至
る
迄
曾
て
印
度
以
西
へ
航
、

姦
し
た
事
態
が
な
い
こ
の
論
漸
に
は
賛
成
出
家
ぬ
Q
ヒ
ル



ト
や
ロ
ッ
ク
ヒ
川
は
、
唐
代
前
後
に
於
け
る
東
西
交
蓮
は

皆
西
域
入
（
印
度
人
波
斯
人
ア
・
7
ブ
等
等
）
の
活
躍
よ
り
起

っ
た
も
の
で
、
支
那
人
は
閥
蒸
せ
ぬ
襟
に
考
へ
て
居
る
。

併
し
ン
イ
ノ
ー
寄
ぎ
巳
謬
の
『
支
那
印
度
物
語
』
涛
①
一
山
ヴ

凶
葛
、
2
＜
o
脇
鵯
ω
や
、
マ
ス
ー
ヂ
竃
違
。
⊆
象
の
『
黄
金

の
牧
場
』
目
窪
犀
欝
ぼ
塁
（
一
、
○
へ
の
記
事
を
軍
用
す
る
な
ら

ば
、
誰
人
ご
錐
も
、
唐
以
前
に
於
て
、
殊
に
唐
時
代
に
於

て
、
支
那
船
が
波
斯
灘
内
に
往
珍
し
セ
事
實
を
否
定
二
瀬

ぬ
筈
ご
思
ふ
。

（
六
）
著
者
の
如
き
支
那
學
者
も
時
に
、
毘
典
の
賊
難
を
誤

っ
て
、
後
世
の
書
物
を
引
用
し
把
蕩
合
が
な
い
で
も
な
い
。

遠
洋
航
行
の
海
舶
が
、
鳩
を
飼
養
し
て
、
海
上
よ
り
故
郷

に
放
ち
て
尋
安
信
を
報
ず
る
こ
ご
は
、
唐
の
李
肇
の
『
國

・
史
補
』
に
見
ね
て
居
る
に
、
序
論
二
十
八
頁
に
は
、
唐
末

の
段
成
式
の
『
酉
陽
平
狙
』
を
引
い
て
居
る
。
贋
東
滞
留
の

蕃
商
立
党
の
事
蹟
は
、
南
宋
の
岳
珂
の
『
思
者
』
に
尤
も
早

く
尤
も
詳
に
載
せ
て
あ
る
に
、
序
論
十
六
頁
に
は
、
元
代

第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
趙
汝
這
〕
〔
諸
蕃
志
〕

の
『
東
南
記
聞
』
を
引
い
て
居
る
。

（
七
）
同
時
に
叉
漢
文
を
誤
讃
し
π
張
合
も
あ
る
。
賀
耽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

廣
州
通
一
一
海
燕
「
溢
の
文
に
縁
二
海
東
岸
｝
行
ご
あ
る
縁
を
緑

ご
誤
っ
て
線
海
O
戦
。
2
し
り
舞
ご
算
し
て
居
る
。
（
十
二
頁
V

南
平
の
王
象
之
の
『
輿
地
奇
勝
』
に

　
　
海
山
楼
在
嵩
城
南
つ
極
目
千
里
。
爲
二
登
戸
之
勝
一

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
あ
る
極
目
千
里
を
極
目
干
里
ご
誤
り
、
且
つ
之
を
地
名

ご
解
し
て
、
Q
り
巨
飯
豊
貯
巴
8
銀
鱗
6
曽
一
一
〇
餌
溶
圃
糞
〒
訂
〒

臨
ご
謬
し
て
居
る
。
（
二
十
九
頁
）
ま
π
北
宋
の
張
銭
の
『

薄
薄
可
融
』
に

　
　
甲
倫
点
点
愚
者
数
出
入
。
小
者
黒
帯
人
7
0
…
以
二
互
商
∵

　
　
爲
二
綱
首
翻
意
首
難
事
℃
市
舶
司
給
二
朱
記
ゆ
許
三
層
レ
筈

　
　
治
二
其
徒
弔

こ
め
る
、
甲
合
の
野
津
を
了
解
し
蕪
ね
て
、

　
　
○
障
㌶
お
①
囚
闘
旧
き
彪
〔
甲
命
〕
も
Q
魯
の
。
ヨ
σ
q
O
り
野
鳩
。
。
．

ご
配
し
、
甲
命
を
詞
陵
ぜ
い
ふ
地
名
ご
同
一
な
ら
ん
こ
い

ひ
，
更
に
甲
命
ご
は
瓜
畦
、
ス
マ
ト
ラ
地
方
に
於
け
る
外

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
一
三
九
（
三
ご
九
）
　
　
　
　
・



　
　
　
第
　
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
〔
趙
汝
遺
〕
〔
諸
蕃
憲
〕

國
商
人
な
ら
ん
こ
い
ふ
て
居
る
が
、
へ
三
十
頁
）
勿
論
何
等

の
根
盤
の
な
い
臆
説
に
過
蓄
ぬ
。
甲
輩
下
は
命
甲
ご
は
、

當
時
の
法
倉
規
程
を
指
す
の
で
、
軍
に
甲
今
の
み
に
て
、

實
は
甲
賀
定
む
る
所
に
認
れ
ば
の
意
味
で
あ
る
。

（
八
）
二
十
六
頁
及
び
七
十
四
頁
に
、
南
宋
の
二
丁
非
の
『

言
外
代
答
』
の
細
管
（
Q
。
宏
磐
）
を
器
量
の
名
の
支
那
の
文

献
に
見
ぬ
て
居
る
最
初
で
あ
る
、
そ
の
以
前
に
は
師
子
堅

気
は
信
伽
羅
（
O
Q
貯
σ
q
ぎ
一
僧
）
等
ご
幕
し
た
こ
述
べ
て
あ
る
が

事
實
に
合
は
ぬ
様
で
あ
る
。
芋
虫
非
よ
り
囚
音
盤
年
前
に

．
唐
の
杜
環
は
、
そ
の
『
心
行
記
』
の
中
に
、

　
　
師
子
國
亦
日
二
新
檀
ゆ
叉
日
一
一
婆
羅
門
ゆ
即
衡
天
竺
也
。

ご
あ
る
新
檀
は
即
ち
ア
ラ
ブ
入
の
所
謂
セ
レ
ン
騒
ヂ
ー
ブ

㏄
霞
2
ξ
剛
）
の
セ
レ
ン
叉
は
シ
エ
ラ
ン
し
∩
芭
琶
の
音
課
で
あ

る
o
B
叉
は
し
ご
D
ご
は
同
じ
く
舌
音
で
、
支
那
で
は
混

同
し
易
い
。
『
通
語
津
梁
』
に
馬
難
語
の
デ
ン
カ
ー
O
。
茜
母

の
音
訓
に
慧
眼
の
字
面
を
當
て
、
あ
る
○

（
九
）
百
十
九
頁
に
『
諸
蕃
志
』
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
三
三
〇
）

　
　
有
二
番
商
「
日
二
施
那
緯
ゆ
大
食
人
為

を
鐸
済
し
て
あ
る
が
、
狂
心
の
施
那
緯
に
劉
し
て
何
等
の

　
感
心
を
加
へ
て
居
ら
ぬ
Q
吾
が
輩
の
見
る
断
で
は
、
こ
の

施
書
誌
は
シ
ー
ラ
ー
ヴ
4
し
Q
げ
↓
H
診
乱
の
電
工
で
、
シ
ー
ラ

ー
フ
○
∩
建
h
産
の
商
人
を
指
す
の
で
あ
る
。
シ
ー
ラ
ー
フ

は
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
、
尤
も
榮
繁
を
極
め
π
貿
易
港
で

あ
る
○
シ
ー
ラ
ー
フ
の
商
人
は
多
く
支
那
に
．
通
商
し
把
。

シ
ー
ラ
ー
フ
は
、
そ
の
土
地
で
は
シ
ー
ラ
ー
ヴ
ω
墜
署
ご

登
音
す
る
故
、
シ
ー
ラ
ー
フ
の
商
人
な
ら
ば
シ
ー
ラ
ー
ヅ

イ
ご
呼
ぶ
の
が
例
で
あ
る
。

（
十
）
百
三
十
八
頁
に
『
試
論
志
』
の
弼
斯
醐
難
論
を
波
斯
の
バ

ス
ラ
港
切
長
欝
に
當
て
、
居
る
。
弼
斯
難
を
バ
ス
ラ
に
當
て

把
の
は
よ
い
が
、
バ
ス
ラ
の
名
は
『
諸
蕃
志
』
に
外
の
支
那

の
記
録
に
傳
は
ら
澱
こ
の
注
意
は
確
に
間
違
ひ
で
あ
る
。

唐
の
質
耽
の
『
皇
華
四
達
記
』
に
チ
グ
ソ
ス
霞
讐
『
河
ロ
に

近
く
、
末
羅
國
が
あ
る
。
こ
の
末
羅
國
が
邸
ち
バ
ス
ラ
で

あ
る
。
『
癒
環
志
賂
』
に
波
斯
潜
の
オ
ル
ム
ヅ
9
三
ご
N
港



’

に
悪
末
の
字
を
當
て
、
あ
る
Q
末
の
字
が
寓
舞
叉
は
そ
れ

に
近
き
、
団
翁
の
一
音
を
表
は
し
、
末
羅
に
て
バ
ス
ラ
の
一
音
を

表
は
し
得
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
柴
　
　
　
恭
　
　
　
恭
　
　
　
輪
　
　
　
崇

ヒ
川
ト
及
び
ロ
ッ
ク
ヒ
〃
の
『
弁
韓
志
』
に
就
い
て
は
ペ
ソ

ヨ
が
可
な
り
綿
密
な
批
評
を
加
へ
て
、
千
九
百
十
二
年
の

『
通
報
』
に
載
せ
て
あ
っ
て
、
参
考
す
べ
き
所
が
多
い
。

吾
が
輩
は
成
る
べ
く
ペ
リ
ヨ
の
言
及
し
て
居
ら
ぬ
黙
に
就

い
て
批
評
し
π
積
り
で
あ
る
。
（
三
月
七
日
）

河
勘
文
心
の
『
新
元
史

文
學
博
士
　
桑

帖
木
兄
傳
』

二
院
　
藏

岡
　
清
朝
の
減
衰
は
元
史
の
研
鎭
に
身
を
委
ね
論
人
が
多

い
。
こ
れ
に
は
種
々
の
原
因
が
あ
る
。

（
一
）
清
朝
は
塞
外
か
ら
起
つ
陀
關
係
上
、
上
夷
の
綴
別
を

認
め
訟
。
清
朝
に
人
こ
な
つ
元
二
者
ほ
、
明
時
代
の
學
者

　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
詳
　
　
河
勧
恣
の
「
薪
元
史
帖
米
見
臨
」

の
如
く
、
遼
、
金
、
元
の
三
代
を
蛍
雪
こ
し
て
、
極
端
に

排
斥
せ
ぬ
。
元
の
雄
圃
に
毒
し
て
も
、
十
分
の
同
情
を
有

っ
て
居
る
。

（
二
）
内
外
蒙
古
、
天
山
南
北
爾
路
等
の
塞
外
の
地
は
畢
げ

て
清
朝
の
押
湯
に
難
し
泥
結
果
、
こ
の
方
面
の
地
理
古
蹟

等
が
明
瞭
に
な
り
、
元
史
研
鎭
の
便
宜
を
得
る
こ
ご
が
多

い
。（
三
）
考
讃
學
こ
い
ふ
結
…
緻
な
追
風
が
開
け
る
ご
共
に
、
學

潜
の
問
に
、
歴
代
正
史
中
尤
も
粗
策
こ
の
評
を
受
け
た
『

元
町
』
を
完
備
せ
ん
ε
す
る
志
望
を
生
じ
て
來
π
○

（
四
）
近
年
に
な
っ
て
、
西
洋
や
日
本
に
於
け
る
蒙
古
史
研

究
の
盛
な
る
こ
ご
が
、
勘
か
ら
す
支
那
の
學
者
に
刺
戟
を

與
へ
、
西
洋
や
日
本
の
學
者
か
ら
得
だ
材
料
を
利
用
し
て

元
史
の
映
隔
を
満
す
こ
ご
、
な
っ
た
。

此
等
が
支
那
に
於
て
、
扇
情
の
研
究
の
盛
、
Σ
な
っ
た
重
な

る
原
因
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
善
感
研
究
の
開
腹
こ
も
い
ふ

べ
き
銭
大
所
以
來
、
元
史
研
究
に
手
を
着
け
た
學
渚
が
中

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
一
　
（
三
三
晶
）


